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寒
河
江
に
生
ま
れ
、
寒
河
江
で
育
ち
、

寒
河
江
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
子

ど
も
た
ち
を
大
人
に
な
る
ま
で
し
っ
か

り
と
見
守
り
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
て

い
く
世
代
を
市
民
み
ん
な
で
支
え
て
い

く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
３
～
５
歳
児
の
副
食
費

や
小
中
学
校
給
食
費
完
全
無
料
化
の
継

特集
令和５年度
市政運営

寒
河
江
の
元
気
を
未
来
に

　
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

産
み
育
て
る
こ
と
が
楽
し
く

「
さ
が
え
っ
こ
」が
健
や
か
に

成
長
す
る
ま
ち
へ

①

続
、
第
６
・
第
７
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
運

営
開
始
な
ど
に
よ
る
子
育
て
支
援
の
充

実
、
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
屋
内
型
児
童

遊
戯
施
設
整
備
や
新
に
し
ね
保
育
所
整

備
補
助
な
ど
に
よ
る
健
や
か
な
成
長
を

見
守
る
施
設
等
の
ハ
ー
ド
整
備
、
成
果

連
動
型
民
間
委
託
方
式
で
の
成
婚
促
進

事
業
の
展
開
な
ど
に
よ
る
結
婚
支
援
の

強
化
、
不
登
校
対
策
の
強
化
や
小
学
２

年
生
へ
の
読
み
書
き
力
向
上
ア
プ
リ
導

入
な
ど
に
よ
る
未
来
志
向
の
ひ
と
づ
く

り
、
南
部
小
学
校
の
大
規
模
改
修
や
小

学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）

化
な
ど
に
よ
る
学
習
・
教
育
環
境
の
充

実
な
ど
、
寒
河
江
の
将
来
を
担
う
さ
が

え
っ
子
と
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
を
市

民
み
ん
な
で
支
え
合
う
た
め
、
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
施
策

を
展
開
い
た
し
ま
す
。

　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
が
見
通
せ
る
状
況
と

な
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
こ
れ
ま
で
大
き

な
影
響
を
受
け
て
き
た
商
工
業
や
農
業

な
ど
の
産
業
を
底
上
げ
し
、
少
子
高
齢

化
時
代
に
対
応
し
経
済
成
長
を
促
す
こ

と
が
、
今
後
の
寒
河
江
の
元
気
を
継
続

す
る
た
め
に
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
補

助
事
業
や
海
外
輸
出
拡
大
等
に
よ
る
サ

ク
ラ
ン
ボ
の
生
産
販
売
力
強
化
、
初
期

投
資
促
進
補
助
金
の
新
設
や
担
い
手
新

規
就
農
支
援
補
助
事
業
な
ど
に
よ
る
新

規
就
農
者
の
育
成
支
援
、
高
品
位
米
生

産
支
援
補
助
事
業
や
堆
肥
散
布
推
進
補

助
事
業
な
ど
に
よ
る
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化

と
地
域
循
環
型
生
産
体
制
の
推
進
、
商

店
街
等
に
ぎ
わ
い
創
出
支
援
補
助
金
の

新
設
や
ふ
る
さ
と
工
芸
品
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

よ
る
中
小
企
業
の
支
援
強
化
、
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
な
ど
に
よ
る
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
観
光
振
興
、

旧
幸
生
小
学
校
を
活
用
し
た
ス
ケ
ー
ト

　令和５年度第１回議会定例会が、３月２日から22日まで開催
され、佐藤市長が令和５年度の市政運営の基本方針や施策の大
要を述べました。

小中学校給食費完全無料化の継続

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
未

知
の
感
染
症
と
の
闘
い
が
始
ま
っ
て

か
ら
約
３
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
、

国
・
県
な
ど
の
関
係
機
関
を
は
じ
め
、

市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
多
大
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
感
染
症
法
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
位
置
づ
け
見
直
し
を

踏
ま
え
、
よ
う
や
く
、
先
が
見
通
せ

る
状
況
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
は
、
新
第
６
次
寒
河

江
市
振
興
計
画
の
３
年
目
に
入
り
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
極
め
つ

つ
、
新
た
な
未
来
を
展
望
し
、
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
す
る
極
め
て
重
要
な

年
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
次
の
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
説
明
い
た
し
ま
す
３
つ
の

大
き
な
柱
を
立
て
て
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
市
政
運
営
の
基
本
方
針

ボ
ー
ド
等
の
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
実
証

事
業
の
展
開
や
学
び
の
里
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｈ

Ｏ
の
改
修
な
ど
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の

推
進
、
寒
河
江
駅
構
内
へ
の
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
設
置
や
県
、
大
江
町
、

西
川
町
と
連
携
し
て
取
り
組
む
Ｊ
Ｒ
左

沢
線
の
利
活
用
促
進
、
体
験
型
移
住
試

験
施
設
・
さ
が
え
ベ
ー
ス
の
運
用
継
続

や
若
者
定
着
支
援
未
来
創
成
基
金
の
拡

充
な
ど
に
よ
る
移
住
定
住
の
推
進
、
そ

し
て
、
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
屋
外
宿
泊

体
験
施
設
整
備
や
新
市
民
浴
場
の
運
営

開
始
な
ど
の
未
来
に
つ
な
が
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
、
各

種
産
業
の
活
性
化
と
連
携
に
よ
る
相
乗

効
果
を
誘
発
し
、
成
長
に
つ
な
げ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

少
子
高
齢
化
に
対
応
し

　
元
気
み
な
ぎ
る
ま
ち
へ

②
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歳入

歳出

　
将
来
に
わ
た
っ
て
元
気
な
寒
河
江
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
市
民
の
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が
第
一
で

あ
り
ま
す
。
近
年
多
発
し
て
い
る
自
然

災
害
等
に
強
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
の
理
念
に
基
づ
き
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
一
層
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
に
よ
る
認
知
症
予
防
事
業
の
実
施
や

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
改
築
支
援
な

ど
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
内

川
雨
水
排
水
実
施
計
画
の
策
定
や
鶯
沢

川
浸
水
対
策
調
査
な
ど
に
よ
る
雨
水
浸

水
対
策
の
強
化
、
次
世
代
自
動
車
導
入

補
助
事
業
の
新
設
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
導
入
補
助
事
業
な
ど
に
よ
る

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進
、
消
防

団
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
消
防
団
活
動
報

酬
の
充
実
や
消
防
団
の
準
中
型
自
動
車

免
許
取
得
支
援
な
ど
に
よ
る
防
災
対
策

の
強
化
、
基
幹
相
談
支
援
体
制
の
充
実

や
人
工
呼
吸
器
用
発
電
機
購
入
補
助
の

新
設
な
ど
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
、
橋
り
ょ
う
の
長
寿
命
化
や
寒
河
江

公
園
の
再
整
備
な
ど
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ

の
強
靭
（
き
ょ
う
じ
ん
）
化
、
住
宅
宅

地
開
発
の
補
助
事
業
や
リ
フ
ォ
ー
ム
・

定
住
住
宅
建
築
補
助
事
業
な
ど
に
よ
る

ず
っ
と
続
く
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
を
実
感
で
き
る
ま
ち
へ

③

住
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
で
、
市
民

の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
り
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
は
、

約
３
年
間
と
い
う
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
抜

け
、
よ
う
や
く
、
日
本
社
会
に
お
い
て

も
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
通
せ
る
状
況
と

な
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

１
年
前
か
ら
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
端
を
発
す
る
原
油
・
物
価

高
騰
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
苦
し
め
て

い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
２
月
に

ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
贈
収
賄
事
件
の

容
疑
者
と
し
て
本
市
の
元
職
員
が
逮
捕

さ
れ
る
事
件
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
市
民
の
市
政
に
対
す
る
信
頼

を
損
ね
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
者
を
裏

切
る
事
態
で
あ
り
、
慚
愧
（
ざ
ん
き
）

に
堪
え
ま
せ
ん
。
今
、
私
共
に
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
何
に
も
ま
し
て
第
一

に
信
頼
回
復
へ
の
最
善
の
努
力
で
あ
り
、

ま
さ
し
く
信
無
く
ば
立
た
ず
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
道
の
り
は
必
ず
し
も
容
易
で

は
な
く
、
険
し
い
も
の
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
は
避
け
て

は
な
ら
な
い
道
筋
で
あ
り
、
何
と
し
て

も
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
未
来
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
そ
の
先
頭
に
立
ち
、

職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
力
を
合
わ
せ
て

こ
そ
、
こ
の
難
局
は
克
服
で
き
る
も
の

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
全
員
が
生
ま
れ

変
わ
る
覚
悟
で
、
全
身
全
霊
を
か
け
て

信
頼
回
復
に
向
け
力
の
限
り
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
市
政
発
展
に

向
け
て
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　子育て支援の充実をはじめとする人口減少対策や安全安心なまちづくりなど、当面の課題にしっかりと取り組
むための予算を作成しました。一般会計予算は令和２年度と同水準で、過去４番目の規模となりました。

一般会計当初予算
２１６億２０００万円（対前年比6.4％減）

その他 　  　2億4853万円（ 1.1％）

農林水産業費　　5億 382万円（ 2.3％）

消防費　　　  6億5832万円（ 3.1％）

商工費　   12億7821万円（ 5.9％）

公債費　　  15億4520万円（ 7.1％）

教育費  　　17億5311万円（ 8.1％）

衛生費    15億2452万円（ 7.1％）

土木費　　　　21億5523万円（10.0％）

県支出金  　15億6803万円（ 7.3％）

市債　    13億3560万円（ 6.2％）

国庫支出金  28億8177万円（13.3％）

地方交付税・地方特例交付金
　　　　　 　46億9794万円（21.7％）

その他    12億8372万円（ 6.0％）

※ここでは、表示単位未満を四捨五入していますので、詳細は市ホームページをご覧ください。

市税
52億7160万円(24.4％）

寄附金
10億円( 4.6％）

諸収入・その他
35億8134万円（16.5％）

民生費
68億9854万円(31.9％）

総務費
50億5452万円（23.4％）

自主財源
　　　（45.5％）

依存財源
　　　（54.5％）

市
政
に
対
す
る
信
頼
の

回
復
に
向
け
て

米のブランド化と地域循環型生産体制の推進 旧幸生小学校を活用したアーバンスポーツ実証事業

チェリーランド屋内型児童遊戯施設（イメージ）
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●紅秀峰とやまがた紅王生産拡大支援（拡充）� 1600万円
　紅秀峰およびやまがた紅王の雨よけハウス整備の補助を行い、生産拡大を支援します。
●スマート農業推進補助金（拡充）� 250万円
　女性農家や高齢農家などの肉体労働の負担を軽減のため、外骨格や駆動装置により動作を助けるアシストスーツや
ロボット草刈り機等の導入を支援します。
●新規就農者初期投資促進補助金（新規）� 375万円
　農家人口の増加を図るため、新規就農希望者の初期投資を支援します。
●高品位米生産支援補助（新規）� 160万円
　市産米の一等米比率を上げ、ブランドイメージの維持向上を図るため、米の色彩選別機導入を支援します。
●商店街等にぎわい創出支援補助金（新規）� 200万円
　交流人口拡大や地域課題の解決に向け、商店街等が自主的かつ意欲的に行う取り組みや共同施設整備などに対し補
助を行います。
●ふるさと工芸品ＰＲ（新規）� 116万円
　ふるさと工芸品の優れた伝統技術や技法の記録を行い、全国に向けて広めるため動画投稿サイトの本市アカウント
で情報発信を行います。
●旧幸生小学校を活用したアーバンスポーツ実証事業（新規）� 320万円
　地域づくりと廃校の有効活用のため、閉校した小学校の体育館を利用し、スケートボードの練習場を設けます。

②少子高齢化に対応し元気みなぎるまちへ

●第６・第７わんぱくクラブ整備運営開始（新規）� 1707万円
　寒河江中部小学校区の学童クラブ入所児童が増加する見込みから元町地内に整備した、第６・第７わんぱくクラブ
の運営を開始します。
●さがえこうのとり応援事業（拡充）� 615万円
　保険適用の不妊治療と併せて行われる先進医療（自費診療・保険適用外）に係る費用および保険適用となる不妊治
療の自己負担分に対し、助成を行います。
●３～５歳児副食費完全無料化（継続）� 6010万円
　子育て世代を支援するため３～５歳児の副食費全額を助成し、完全無料化を継続します。
●小中学校給食費完全無料化（継続）� 2億3924万円
　子育て世帯の経済的支援や子育て世帯を社会全体で支える意識づくりなど総合的な子育て支援として、小学校給食
費の完全無料化を継続します。
●チェリーランド屋内型児童遊戯施設整備（継続）� 9億1085万円
　令和６年度のオープンに向けて、チェリーランドの西側に屋内型児童遊戯施設を整備します。
●新にしね保育所整備補助（新規）� 2億3730万円
　指定管理者制度を導入している市立にしね保育所を、多様化する保育ニーズに対応するため、令和６年度から民間
立保育所へ移管することに伴う新保育所建設に向けての支援を行います。
●ＰＦＳ成婚促進事業（新規）※全国初� 700万円
　自治体の課題に応じた成果指標を設定し、その達成度合いにより委託費を増減させる成果連動型のPFS方式を用
いて、成婚促進に向けたセミナーやマッチングイベントの実施など成婚までの支援を行います。
●読み書き力向上アプリ導入（新規）※県内初� 68万円
　読み書きが苦手な児童の把握と、児童一人一人に最適化された学習を行い児童の発達特性に合わせた学びを提供す
るため、小学２年生を対象に読み書き力向上アプリを導入します。
●南部小学校大規模改修（新規）� 9768万円
　昭和59年に建設された南部小学校について、劣化が激しい部分の予防改修を行います。

①産み育てることが楽しく「さがえっこ」が健やかに成長するまちへ

●アプリで認知症予防事業（新規）� 55万円
　脳力トレーニングや運動等の取り組みをポイントにしてためられる健康維持アプリを活用し、高齢者が自ら行う認
知症予防の取り組みを支援します。そのポイントは、市の電子決済サービス・チェリンＰａｙ（ペイ）で還元します。
●特別養護老人ホーム開設支援（新規）� 1億4770万円
　白岩地内のさくら団地に新たに建設する地域密着型特別養護老人ホームについて、建設や開設準備に係る費用に対
し補助を行います。
●鴬沢川浸水対策調査（新規）� 2300万円
　令和２年豪雨の被害状況を踏まえ、鶯沢川の浸水対策を検討するため、調査設計等の業務委託を行います。
●次世代自動車導入補助（新規）※県内初� 250万円
　温室効果ガス排出量の削減のため、電気自動車やプラグインハイブリッド自動車を購入した個人および事業者に対
し助成を行います。
●消防団の準中型自動車免許取得支援（新規）� 60万円
　道路交通法が一部改正後された平成29年以降に普通免許を取得した消防団員が、普通積載車やポンプ車を運転でき
るようにするため、準中型自動車免許の取得を支援します。
●消防ポンプ庫整備補助の充実（新規）� 150万円
　地域の防災機能向上のため、消防ポンプ庫の整備に対する補助を拡充します。
●人工呼吸器用発電機購入補助（新規）� 50万円
　人工呼吸器を使用する障がい者が停電時にも安心して機器を使えるようにするため、日常生活用具の給付品目に「人
工呼吸器用発電機または外部バッテリー」を追加します。
●自転車ネットワーク計画に基づく自転車通行帯の設置（新規）� 1000万円
　自転車ネットワーク計画に基づき、市道ほなみ団地中央線および市道ほなみ団地西根線に、自転車通行帯を設置し
ます。
●寒河江公園（野球場等）の再整備（拡充）� 3130万円
　都市公園の利便性・安全性向上のため、寒河江公園内市営球場の再整備工事等を行います。
●空き家再生の推進（拡充）� 1004万円
　空き家戸数の減少を図るため、空き家の解体除去等に対する費用の助成やリフォーム等の利活用促進に対する補助
を行います。

③ずっと続く安全・安心な暮らしを実感できるまちへ

令和５年度の主な新規・拡充事業
●寒河江駅内コワーキングスペース設置（新規）� 150万円
　寒河江駅自由通路みはらしサロン内に、さまざまな人が仕事や勉強のための場所として利用できる共用のコワーキ
ングスペースを設置します。
●ＪＲ左沢線活性化協議会によるＪＲ左沢線の利活用促進（新規）� 200万円
　大江町および西川町と連携し、JR左沢線の活性化に向けた取り組みを展開します。
●チェリーランド屋外宿泊体験施設の整備（新規）� 1億2238万円
　令和６年度のオープンに向けて、チェリーランドの西側に屋外宿泊体験施設を整備します。

※ここでは、表示単位未満を四捨五入していますので、詳細は市ホームページをご覧ください。

消防団の準中型自動車免許取得支援第６、第７わんぱくクラブ運営開始
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副
保
育
所
長
・
佐
藤
和
愛
、
た

か
ま
つ
保
育
所
副
保
育
所
長
・
安
部
陽

子
、
学
校
教
育
課
学
校
再
編
整
備
室
学

校
再
編
整
備
係
長
・
芦
野
大
地
、
市
立

病
院
中
央
診
療
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
室
副
技
師
長
・
安
藤
香
織
、
市
立
病

院
看
護
科
外
来
棟
副
看
護
師
長
（
兼
）

経
営
企
画
室
副
看
護
師
長
（
訪
問
医
療

準
備
担
当)

・
駒
林
め
ぐ
み
、
市
立
病
院

看
護
科
外
来
棟
副
看
護
師
長
（
兼
）
経

営
企
画
室
副
看
護
師
長
（
訪
問
医
療
準

備
担
当)

・
山
口
郁
子
、
市
立
病
院
看
護

科
第
２
病
棟
副
看
護
師
長
・
斎
藤
綾
子

■
採
用

市
民
生
活
課
・
沓
澤
快
季
、
建
設
管
理

課
・
後
藤
一
成
、
農
林
課
・
後
藤
拓
矢
、

商
工
推
進
課
・
真
木
尚
人
、
福
祉
国
保

課
・
菊
池
烈
斗
、
福
祉
国
保
課
・
仲
嶋

瑞
稀
、
健
康
増
進
課
・
関
澤
優
、
健
康

増
進
課
・
吉
田
奈
未
、
子
育
て
推
進
課
・

奥
山
あ
か
り
、
な
か
保
育
所
・
渋
谷
千

尋
、
し
ら
い
わ
保
育
所
・
髙
野
志
帆
、

た
か
ま
つ
保
育
所
・
小
林
礼
奈
、
上
下

水
道
課
・
長
岡
蓮
、
市
立
病
院
中
央
診

療
科
・
佐
藤
公
紀
、
市
立
病
院
中
央
診

療
科
・
東
海
林
拓
也
、
市
立
病
院
看
護

科
・
伊
藤
和
望
、
市
立
病
院
看
護
科
・

佐
藤
春
佳
、
市
立
病
院
看
護
科
・
佐
藤

美
咲
、
市
立
病
院
看
護
科
・
瀬
尾
雪
香
、

市
立
病
院
看
護
科
・
近
松
綾
乃
、
市
立

病
院
看
護
科
・
中
奈
緒
美
、
市
立
病
院

看
護
科
・
細
矢
祥
子

　菅原隆平副市長が３月
31日をもって退任したこ
とに伴い、４月１日付で
齋藤真朗氏（前山形県環
境エネルギー部みどり自
然課長）が副市長に就任
しました。

齋藤真朗氏が
副市長に就任

福祉国保課

福祉総務係

生活福祉係

国保医療係

健康増進課

健康づくり係

活き活き高齢係

介護保険係

【 改 編 後 】

　船田孝夫代表監査委員
が３月31日をもって退任
したことに伴い、４月１
日付で大沼勇氏（前山形
県私立学校総連合会事務
局長）が代表監査委員に
就任しました。

大沼勇氏が
代表監査委員に就任

４月から市組織の一部が変わりました

【 改 編 前 】

高齢者支援課

介護予防推進係

介護福祉係

健康福祉課

福祉総務係

生活福祉係

国保医療係

市民健康係

新型コロナウイルス
ワクチン接種対策室

　ポストコロナに対応した成人期から高齢期までの福祉事
業と健康づくりを一体的に推進するため、健康福祉課と高
齢者支援課の組織体制を見直し、福祉国保課と健康増進課
に改編する。
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市の人事異動（４月１日付）



SAGAE COLUMN
さがえコラム

春を呼ぶコンサート

　３月５日、25回目を迎える市音楽祭が、市民文化会館
で行われ、来場者は４年ぶりの演奏等を楽しみました。

40年間ありがとう 市民浴場懐かし写真展

　３月４日～31日、市民浴場で、開場からの40年間にお
ける寒河江市の出来事を振り返る写真展が行われました。

地域おこし協力隊が中学生に講話

　３月２日、陵南中学校で、地域おこし協力隊の清政・
伊藤の両隊員が、自身の経験に基づき講話を行いました。

寒河江雛（ひな）まつり

　３月１日から、市内２つの会場で、ひな人形等の展示
が行われています。展示は、５月７日㈰まで楽しめます。

小中学校からトルコ共和国への義援金

　高松小学校と陵西中学校の各校が、地震で被災したトルコ共和国への
義援金を独自に集め、３月７日・９日、市の義援金窓口に募金しました。

子育て知っ得情報子育て知っ得情報
その19 インターネットと子育て

　近年、永久歯が生まれつき足りない「先天性欠如
歯」のお子さんが増えてきているといわれています。
日本小児歯科学会が行った調査では、約10人に１人
がそのような状態にあると報告されています。永久
歯の数が足りなくても、特に治療の必要がないこと
もありますが、歯並びやかみ合わせなどに影響があ
る場合は、治療を検討します。人によっては乳歯が
そのまま残り、永久歯と一緒に使っていくことにな
る場合もあります。しかし、乳歯は永久歯に比べて
虫歯になりやすく、歯根も短いので、一生残すのは
困難です。
　先天性欠如歯の有無は、顎の骨全体を撮影できる
パノラマエックス線写真で確認できます。子どもに
対するパノラマエックス線写真は、健康保険の対象
外となることが多いため、撮影にかかる費用など詳
細は歯科医院にお尋ねください。
●問合せ／市歯科医師会事務局☎86-0080へ。

＝歯が足りない？ ＝
　皆さんは歯の本数を知っています
か？ 子どもの歯である乳歯は20本、
大人の歯である永久歯は28本（親知
らず１～４本を含めると最大32本）
となります。

歯っ！とする歯のおはなし�

日本歯科医師会
ご当地キャラクター
「花笠よ坊さん」

スマートフォンで、手軽
に育児のことが調べられ
て助かるよね。

でも、いろいろな情報が
あって、どれが正しいの
か迷っちゃうよね。

寒河江で
活躍する

ＡＬＴを紹介
　皆さん、こんにちは。ＡＬＴのケイルです。昨年の４月に日本に来て、あっ
という間の１年でした。私は、イギリスから外国に行くのは初めての経験だっ
たので、不安もありましたが、素晴らしい時間を過ごせました。そして、とて
も多くの新しいことを経験してきました。例えば、さまざまなお祭りです。５

月に見た慈恩寺舞楽は迫力満点で、圧倒されました。日本のお
祭りの多くは、かなり古くから行われており、イギリスとの違
いを感じました。寒河江以外のお祭りも見に行きましたが、ど
れもかけがえのない経験で、とても楽しく、もっと日本のお祭
りを見に行きたくなりました。今から出かける日が待ちきれま
せん。みなさんの好きなお祭りは、何ですか？

マカリア・ケイル・アーサー
(陵東中学校で英語指導、イギリス　ウエスト・ミッドランズ州出身・28歳）
日本での２年目も、新しい経験や体験をたくさんしていきたいです。

ＡＬＴ(外国語指導助手)通信ＡＬＴ(外国語指導助手)通信

　スマートフォンなどでインターネット検索すると、
育児に関するさまざまな情報が簡単に見つかります。
手軽に調べ物ができて、とても便利です。
　しかし、今や誰もが情報を発信できる時代。個人
の主観が強く含まれたものも多く、見つけた情報が
正しい内容かどうかは、常に注意が必要です。
　育児に関する情報は時に、子どもの健康や安全面
に直接影響します。お父さんやお母さんは、多すぎ
る情報の中から、我が子の健康や安全を守る正確な
情報を見つける必要があります。その上で、子ども
の個性を尊重し、見つけた情報を参考程度に収める
ことが大切です。
　情報を探すときは、専門家が発信する情報を参考
にしたり、市の育児相談等で情報の内容を確認した
りしましょう。
●問合せ／子育て推進課すくすく健康係
　☎85-0916へ。
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生 涯 学 習 の ま ど

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　
西
根
の
宇
野
修
平
さ
ん
よ
り
、

亡
き
父
、
祐
蔵
さ
ん
の
遺
品
の
中

に
あ
っ
た
と
い
う
一
通
の
手
紙
を

読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
。
昭
和
55

年
2
月
27
日
付
の
、
後
の
寒
河
江

市
名
誉
市
民
・
芳
賀
幸
四
郎
先
生

か
ら
の
手
紙
だ
っ
た
。

　
祐
蔵
さ
ん
が
芳
賀
先
生
揮
毫
（
き

ご
う
）
の
「
酒
中
在
真
」
の
額
に

出
会
い
、
そ
の
意
味
を
教
え
て
ほ

し
い
と
願
い
出
た
手
紙
へ
の
返
信

だ
っ
た
。

　
「
こ
の
4
字
は
『
酒
中
に
真
在
り
』

と
読
む
。
私
の
好
き
な
１
句
。
酒

は
程
々
に
飲
む
な
ら
結
構
な
も
の
、

そ
の
中
に
人
生
の
真
実
が
こ
も
っ

て
い
る
。
酒
の
中
か
ら
人
生
の
真

味
を
く
み
取
っ
て
こ
そ
ま
こ
と
の

酒
飲
み
と
い
う
。」

　
そ
し
て
末
文
に
は
寒
河
江
で
の

自
分
の
幼
少
時
代
の
こ
と
が
書
き

添
え
て
あ
っ
た
。「
お
宅
近
く
の
観

音
さ
ん
の
あ
た
り
の
往
年
の
風
物
、

懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
あ
そ

こ
の
小
川
で
水
遊
び
を
し
、
寒
く

な
る
と
境
内
の
石
塔
『
湯
殿
山
』

な
ど
に
だ
き
つ
い
て
体
を
暖
め
た

幼
い
頃
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
」
と
。

　
祐
蔵
さ
ん
は
明
治
32
年
、
現
河

北
町
沢
畑
生
ま
れ
で
、
こ
の
時
81

歳
。
生
ま
れ
故
郷
の
河
北
町
沢
畑

か
ら
息
子
さ
ん
の
住
ま
い
に
転
居

し
て
12
年
目
だ
っ
た
。

　
芳
賀
先
生
は
室
町
文
化
研
究
の

第
一
人
者
。
明
治
41
年
、
西
根(

現

在
の
中
央
2
丁
目)

に
生
ま
れ
、

東
京
教
育
大
学
や
大
東
文
化
大
学

教
授
を
務
め
、
特
に
茶
道
文
化
と

禅
文
化
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て

世
界
的
に
活
躍
し
た
。
平
成
3
年
、

寒
河
江
市
の
名
誉
市
民
に
顕
彰
さ

れ
た
。

　
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
、
茶
の

湯
、
水
墨
画
、
能
楽
や
狂
言
、
庭

園
、
生
花
等
々
に
関
し
た
多
数
の

研
究
書
を
残
し
た
。
市
立
図
書
館

の
「
寒
河
江
の
本
」
コ
ー
ナ
ー
に

も
多
く
の
著
書
が
並
ん
で
い
る
。

チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
に
茶
室
を
つ
く

る
時
に
は
助
言
を
し
、
臨
川
亭
の

名
付
け
親
と
な
っ
た
。

　
祐
蔵
さ
ん
の
蔵
書
に
も
、
先
生

の
著
書
「
禅
語
の
茶
掛
一
行
物
」、

「
禅
語
の
茶
掛
続
一
行
物
」、「
東

山
文
化
」
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
修
平
さ
ん
は
「
一
面
識
も
な
い

庭
師
の
老
人
に
、
多
忙
な
文
学
博

士
が
丁
重
な
る
返
書
を
下
さ
っ
た

こ
と
に
、
父
は
恐
縮
し
な
が
ら
も

満
悦
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
語
る
。

祐
蔵
さ
ん
は
こ
の
4
年
後
の
昭
和

59
年
に
亡
く
な
っ
た
。

芳
賀
幸
四
郎
先
生
の
手
紙

Sagae Library
さがえライブラリーさがえライブラリー

今月の1冊

図書館へ行こう！

いっちゃん会　　４／１５㈯午前１０時３０分～１１時３０分
ムーミンママクラブ　４／２３㈰午前１１時～１１時４０分
図書館ボランティアチェリー
　　４／１１～２５の毎週火曜日、午前１０時～１１時３０分

おはなし室

「さがえ少年少女発明クラブ」令和４年度活動展
　　　　　　　　　　　　　　　　４／１１㈫～２３㈰

展示ホール

ブックテーマコーナー
心機一転、はじめよう！　　　　　　４／２３㈰まで
勉強お役立ち本　　　　　　　　　　４／２５㈫から

　冬を耐えたタンポポは、どうやって花を咲かせ
るの？　あの白い綿毛はどうやってできるの？　身近
に目にするタンポポの中でどんな成長・変化が起
きているのか。この絵本を見ながら観察すると、
新たな発見があるかもしれません。さあ、野原に
出かけましょう！
　世界最大規模の絵本原画コンクールであるブラ
ティスラヴァ世界絵本原画展で、2017年の受賞作。

たんぽぽ
荒井真紀　作・絵

金の星社　発行

１０日㈪・２４日㈪
※�３月～１１月の閉館時間は、午後７時３０分（日曜・
祝日は午後５時）

❹月の休館日

　
日
本
一
さ
く
ら
ん
ぼ
の
里
・
寒

河
江
市
は
、
江
戸
時
代
か
ら
句
会

が
盛
ん
に
開
か
れ
て
き
た
俳
句
の

ま
ち
で
す
。
寒
河
江
の
豊
か
な
自

然
や
文
化
を
、
俳
句
で
表
現
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

俳
句
募
集

■
募
集
期
間
／
５
月
21
日
(日)
ま
で

■�

応
募
条
件
／
季
題
は
「
さ
く
ら

ん
ぼ
」
ま
た
は
自
由
。
未
発
表

の
も
の
で
１
人
２
句
以
内
。
小

中
学
生
は
１
人
１
句
。

■�

投
句
方
法
／
投
句
箱
（
市
立
図

書
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
慈
恩

寺
テ
ラ
ス
、
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ

　
慈
恩
寺
や
平
塩
熊
野
神
社
で
舞

わ
れ
る
舞
楽
に
つ
い
て
、
演
目
の

１
つ
「
太
平
楽
」
を
中
心
に
、
鑑

賞
の
ポ
イ
ン
ト
等
を
解
説
い
た
だ

き
ま
す
。

●�

日
時
／
５
月
４
日
(木)
午
後
３
時

～
４
時
30
分

Ｇ
Ａ
Ｅ
、
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
に

設
置
）
へ
投
句
、
ま
た
は
市
立

図
書
館
へ
郵
送(

〒
991-

0021
寒
河

江
市
中
央
１
丁
目
７
番
14
号)

、

フ
ァ
ッ
ク
ス(

８
６)

１
６
６
３

の
い
ず
れ
か
。

表
彰
式
・
記
念
講
演

■�

日
時
／
７
月
２
日
(日)
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

■�
内
容
／
表
彰
、
俳
人
・
井
上
弘

美
氏
に
よ
る
応
募
作
品
の
添
削

と
講
演
「
俳
句
上
達
の
コ
ツ
」

●
問
合
せ
／
市
立
図
書
館

　
☎(

８
６)

１
６
６
２
へ
。

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
１
０
０
人

●�

内
容
／
日
本
音
楽
研
究
家
・
加

納
マ
リ
氏
に
よ
る
講
演

●�

申
込
方
法
／
４
月
27
日
(木)
ま
で
、

電
子
申
請
ま
た
は
文
化
セ
ン
タ

ー
窓
口
で
の
申
し
込
み
の
い
ず

れ
か
。
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午

後
５
時
15

分
に
申
し

込
み
で
き

ま
す
。

●�

そ
の
他
／
講
演
会
翌
日
に
、
慈

恩
寺
で
舞
楽
が
奉
奏
さ
れ
ま
す
。

●�
問
合
せ
／
市
生
涯
学
習
課
慈
恩

寺
振
興
係
☎(

８
６)

８
２
３
１
へ
。

第
52
回
さ
く
ら
ん
ぼ
の
都
市（
ま
ち
）さ
が
え

全
国
俳
句
大
会

伝
統
文
化
の
見
ど
こ
ろ
を
解
説「
舞
楽
講
演
会
」

�
寒河江市美術館

日本画家・安孫子荻聲
　柴橋出身の日本画家・安孫子荻聲（てきせい）を紹
介します。
　明治34（1901）年生まれ。25歳の時に現在の京都市
立芸術大学へ入学。卒業後は東京へ転居して、横山大
観系統の大智勝観に師事。新興美術院や日本表現派展
創立の理事を務めたほか、多くの賞を受賞しています。
また、絵画だけでなく俳句を詠むことでも有名です。
雅号の由来は、20歳で他界
した親しい歌人・大友荻聲
をしのんだものだそうです。
　市立図書館には安孫子荻
聲ギャラリーがありますの
で、ぜひご覧ください。

赤い羽根共同募金

　本年度21歳になる方を対象に、はたちの式
典を開催します。参加には申し込みが必要で
す。詳しい申し込み方法は、６月頃に市ホー
ムページ等でお知らせします。
■期日／８月14日㈪
■会場／市民文化会館
■�対象／平成14年４月２日～平成15年４月１
日生まれの方で、市内に在住の方または市
内の小中学校に在籍していた方

実行委員募集
　はたちの式典の実行委員を募集します。
　実行委員は式典の企画や運営、当日の受け
付けなどを行います。仲間と協力し合い、す
てきな思い出を一緒に作ってみませんか。１
人でも友人と一緒でも大歓迎です。ご応募を
お待ちしています。
●問合せ／市生涯学習課生涯学習係
　☎86-5111へ。

令和５年度はたちの式典

　冬季間休館していた市郷土館を開館
します。
●開館日／４月８日㈯～５月28日㈰。
　�６月3日㈯～11月12日㈰の土・日曜
日、祝日。

●開館時間／午前10時～午後４時
●�入館料／小・中学生50円、高校生以
上100円

●問合せ／市生涯学習課歴史文化係
　☎86-8231へ。

市郷土館を開館します

　
「
現
在
（
い
ま
）
だ
か
ら
ワ
ン
・

フ
ォ
ア
・
オ
ー
ル
、
オ
ー
ル
・
フ

ォ
ア
・
ワ
ン
」
を
合
言
葉
に
、
中

高
生
が
、
や
り
た
い
こ
と
を
話
し

合
っ
て
決
め
、
助
け
合
い
な
が
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、

学
童
保
育
の
手
伝
い
や
赤
い
羽
根

共
同
募
金
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
も
、
活
気
あ
る
活
動
を
企

画
・
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
市
内
の
中
高
生
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、

興
味
が
あ
る

方
は
電
子
申

請
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☎(

８
６)

５
１
１
１
へ
。

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

「
チ
ェ
リ
ー
ズ
」と

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か芳賀幸四郎の手紙

申し込み電子申請

申し込み電子申請
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地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
支
援

　
市
内
で
活
動
す
る
団
体
や
市
民
グ
ル
ー
プ

が
行
う
、
地
域
づ
く
り
等
の
活
動
を
支
援
し

ま
す
。
各
事
業
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
各
地
区
公
民
館
設
置
の
募
集
要
領

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
づ
く
り
応
援
事
業

■
対
象
者
／
町
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
地
域
団
体

■�

対
象
事
業
／
交
付
決
定
日
（
５
月
予
定
）

～
令
和
６
年
３
月
末
に
行
う
、
市
内
で
の

地
域
づ
く
り
活
動
や
地
域
貢
献
活
動

■
補
助
率
／[

元
気
創
造
事
業
］
５
分
の
３
、

　

[

地
域
よ
ろ
ず
応
援
事
業
］
10
分
の
10

■
申
込
期
限
／
４
月
19
日
(水)

つ
の
だ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
応
援
事
業

■�

対
象
者
／
別
世
帯
で
18
歳
以
上
の
市
民
５

人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ

■�

対
象
事
業
／
交
付
決
定
日
～
令
和
６
年
３

月
末
に
行
う
、
地
域
住
民
の
交
流
を
促
進

す
る
活
動

■
募
集
件
数
／
10
件
程
度

■
補
助
額
／
上
限
５
万
円

■
申
込
期
限
／
令
和
６
年
２
月
29
日
(木)

●
問
合
せ
／
市
企
画
創
成
課
政
策
調
整
係

　
☎(

８
５)

１
４
１
３
へ
。

人
材
育
成
に
取
り
組
む

市
内
の
中
小
企
業
を
支
援

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●�

対
象
事
業
／
交
付
決
定
日
～
令
和
６
年
３

月
末
に
行
う
、
自
社
の
経
営
力
や
技
術
力

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
等

申
請
を
受
け
付
け
中

①
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

　
市
指
定
の
タ
ク
シ
ー
会
社
で
使
用
で
き
る

１
枚
６
０
０
円
相
当
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
、

最
大
で
20
枚
交
付
し
ま
す
。

■�

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
視
覚
、

下
肢
、
体
幹
、
移
動
、
内
部
障
害
１
～
４

級
、
ま
た
は
聴
覚
、
上
肢
障
害
１
・
２
級

向
上
の
た
め
の
短
期
研
修

●
募
集
件
数
／
10
件
程
度

●�

補
助
率
／
対
象
事
業
に
係
る
経
費
の
２
分

の
１
（
上
限
30
万
円
）

●�

申
込
／
令
和
６
年
２
月
29
日
(木)
ま
で
市
企

画
創
成
課
政
策
調
整
係
☎(

８
５)

１
４
１

３
へ
。

農
業
用
機
材
の
購
入
等
を
支
援

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
込
先
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
他
の
補
助
事
業
等
は

随
時
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

さ
く
ら
ん
ぼ
作
業
負
担
軽
減
安
全
確
保
事
業

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
用
の
高
所
作
業
機
、
乗
用
草

刈
機
、
選
果
機
の
購
入
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

紅
秀
峰
の
里
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

　
紅
秀
峰
ま
た
は
や
ま
が
た
紅
王
へ
の
改
植

費
用
や
苗
木
の
購
入
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

ぶ
ど
う
産
地
育
成
支
援
事
業

　
ブ
ド
ウ
の
新
規
作
付
け
や
規
模
拡
大
、
生

産
継
続
を
行
う
生
産
者
の
、
必
要
な
資
材
等

の
購
入
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

●�

申
込
／
市
農
林
課
農
業
振
興
係
☎(

８
５)

１
７
５
３
へ
。

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

●�

募
集
住
宅
／
南
寒
河
江
ア
パ
ー
ト
（
中
耐

４
階
建
・
３
Ｄ
Ｋ
）
４
戸
、
塩
水
ア
パ
ー

ト
（
中
耐
３
階
建
・
３
Ｄ
Ｋ
）
２
戸

●�

入
居
資
格
／
原
則
同
居
（
予
定
）
す
る
親

族
が
い
る
方
。
他
に
も
所
得
制
限
等
の
条

の
方
。
療
育
手
帳
所
持
者
。
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
所
持
者　

■
持
ち
物
／
該
当
す
る
手
帳

②
福
祉
給
油
券

　
市
指
定
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
の
給
油

に
使
用
で
き
る
１
枚
千
円
相
当
の
福
祉
給
油

券
を
、
最
大
で
12
枚
交
付
し
ま
す
。

■�

対
象
／
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
対
象
要
件
に

該
当
す
る
、
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
の
減
免
該
当
者

■�

持
ち
物
／
該
当
す
る
手
帳
、
運
転
免
許
証
、

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
減

免
決
定
通
知
書
（
車
に
変
更
が
な
け
れ
ば

前
年
度
分
で
可
）

③
紙
お
む
つ
受
給
券

　
常
時
失
禁
状
態
の
高
齢
者
等
に
、
紙
お
む

つ
受
給
券
を
交
付
し
ま
す
。

■�

対
象
／
同
一
世
帯
の
市
民
税
所
得
割
額
の

合
計
が
16
万
円
未
満
で
、
１
カ
月
以
上
継

続
し
て
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
寝
た

き
り
高
齢
者
、
認
知
症
高
齢
者
、
重
度
心

身
障
が
い
者
。
介
護
保
険
施
設
に
入
所
中

の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

④
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
券

　
理
美
容
所
等
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
に
、

訪
問
費
用
の
み
無
料
と
な
る
訪
問
理
美
容
サ

ー
ビ
ス
券
を
、
最
大
で
４
枚
交
付
し
ま
す
。

■�
対
象
／
高
齢
や
重
度
障
が
い
の
た
め
、
理

美
容
所
等
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
方

■
持
ち
物
／
お
持
ち
の
方
は
身
体
障
害
者
手
帳

⑤
移
送
サ
ー
ビ
ス
券

　
普
通
車
両
で
は
移
動
が
困
難
な
方
が
、
指

定
業
者
が
運
行
す
る
特
殊
車
両
（
リ
フ
ト
・

寝
台
付
き
）
を
利
用
し
た
際
の
基
本
料
金
を

助
成
す
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
券
を
、
最
大
で
12

件
あ
り

●�

申
込
／
４
月
17
日
(月)
～
21
日
(金)
に
県
す
ま

い
情
報
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３(

６
４
７)

０

７
８
１
へ
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
フ
ロ
ー
ラ

●
日
時
／
４
月
８
日
(土)
午
前
10
時
～
午
後
２
時

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
１
階

●�

内
容
／
手
芸
、
雑
貨
、
衣
類
、
骨
と
う
品

等
の
展
示
販
売

●�

問
合
せ
／
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局
・

半
澤
さ
ん
☎(

８
５)

１
４
９
９
へ
。

さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ　
第
330
～
332
回
公
演

寒
河
江
が
舞
台
「
今
ど
き
の
嫁｣

上
映

　
戦
前
の
家
族
制
度
が
ま
だ
抜
け
き
ら
な
い

西
村
山
地
方
の
農
村
を
舞
台
に
、
新
し
い
考

え
を
持
つ
嫁
と
古
い
因
習
に
と
ら
わ
れ
た
姑

（
し
ゅ
う
と
め
）
と
の
対
立
を
描
き
、
家
族
の

幸
福
を
問
う
。
飯
田
蝶
子
、
岸
旗
江
出
演
。

■
日
時
／
４
月
９
日
(日)
午
後
２
時
～
２
時
50
分

■
提
供
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
帽
志

歌
謡
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
４
月
９
日
(日)
午
後
３
時
～
３
時
40
分

■
出
演
／
虹
の
会
歌
謡
サ
ー
ク
ル

女
性
コ
ー
ラ
ス
、
ギ
タ
ー
、
歌
謡
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
４
月
16
日
(日)
午
後
２
時
～
４
時

■�

出
演
／
さ
が
え
「
童
謡
を
う
た
う
さ
く
ら

の
会｣

、
ギ
タ
ー
ア
リ
オ
ン
、
カ
ラ
オ
ケ
ス

タ
ジ
オ
ど
ん
楓
会

女
性
の
共
感
を
呼
ぶ
「
女
の
一
生
」
上
映

お
知

ら
せ

 

枚
交
付
し
ま
す
。

■�

対
象
／
同
一
世
帯
の
市
民
税
所
得
割
額
の

合
計
が
16
万
円
未
満
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
。
65
歳
以
上
で
老
衰
、
身

体
障
が
い
、
傷
病
等
の
理
由
が
あ
る
方
。

下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
障
害
１
・
２
級

の
方
。

■
持
ち
物
／
お
持
ち
の
方
は
身
体
障
害
者
手
帳

⑥
は
り
・
灸
（
き
ゅ
う
）・
マ
ッ
サ
ー
ジ
券

　
市
指
定
の
施
術
師
か
ら
受
け
る
際
に
使
用

で
き
る
、
１
枚
千
円
相
当
の
は
り
・
灸
・
マ

ッ
サ
ー
ジ
券
を
、
最
大
で
12
枚
交
付
し
ま
す
。

■�

対
象
／
70
歳
以
上
（
令
和
５
年
度
中
に
70

歳
に
な
る
方
を
含
む
）
で
、
同
一
世
帯
の

市
民
税
所
得
割
額
の
合
計
が
16
万
円
未
満

の
方

●�

申
込
／
①
・
②
は
市
福
祉
国
保
課
生
活
福

祉
係
☎(

８
５)

０
３
９
５
、
③
～
⑥
は
市

健
康
増
進
課
活
き
活
き
高
齢
係
☎(

８
５)

０
８
７
５
へ
。

集
団
資
源
回
収
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

●�

日
時
／
①
４
月
16
日
(日)
午
前
６
時
30
分
～

８
時
30
分
、
②
４
月
23
日
(日)
午
前
６
時
30

分
～
８
時
30
分

●�

収
集
場
所
／
①
市
役
所
駐
車
場
、
②
最
上

川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園
駐
車
場

●�

対
象
地
区
／
①
寒
河
江
小
学
校
区
、
②
寒

河
江
中
部
小
学
校
区

●�

回
収
品
目
／
古
紙
（
段
ボ
ー
ル
、
雑
誌
、

新
聞
紙
類
、
紙
パ
ッ
ク)

、
古
布
類

●�

問
合
せ
／
市
市
民
生
活
課
地
球
温
暖
化
対
策

室
☎(

８
５)

１
９
１
４
へ
。

　
昭
和
21
年
春
、
旧
家
の
一
人
娘
・
伸
子
は

ハ
ン
サ
ム
の
宗
一
と
結
婚
す
る
が
、
女
遊
び

が
ひ
ど
く
幻
滅
を
味
わ
う
。
夫
に
裏
切
ら
れ

つ
ら
い
人
生
の
果
て
に
つ
か
ん
だ
真
の
幸
せ

と
は
…
。
感
涙
の
名
作
。
岩
下
志
麻
、
栗
塚

旭
、
左
幸
子
、
田
村
正
和
、
宇
野
重
吉
出
演
。

■
日
時
／
４
月
23
日
(日)
午
後
２
時
～
４
時
10
分

■
提
供
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
帽
志

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●�

問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０(

７
０
６
８)
３
９

９
０
へ
。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

Ａ
Ｐ
モ
デ
ラ
ー
ズ
展

　
プ
ラ
モ
デ
ル
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■�

日
時
／
４
月
９
日
(日)
～
29
日
(土)
の
午
前
９

時
～
午
後
６
時

寒
河
江
蓮
（
は
す
）
文
化
研
究
会
「
蓮
栽
培

講
習
会
」

■
日
時
／
４
月
25
日
(火)
午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
受
講
費
／
千
円
（
苗
・
肥
料
代
を
含
む
）

■
定
員
／
30
人

■
持
ち
物
／
筆
記
用
具

■
そ
の
他
／
要
申
込

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
初
心
者
講
習
会

■
日
時
／
５
月
２
日
(火)
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■�

受
講
費
／
５
０
０
円
。
施
設
の
年
間
使
用

券
が
あ
る
方
は
無
料

■
そ
の
他
／
要
申
込

●
会
場
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　
☎(

８
３)

５
１
９
５
へ
。

新型コロナウイルスの影響により、
掲載の催しなどが中止・変更になる
場合があります。

　
平
成
17
年
４
月
24
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
、

満
18
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
、
引
き
続
き

３
カ
月
以
上
本
市
に
住
所
を
有
す
る
方
に

選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
本
市

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
が

投
票
で
き
ま
す
。

■�

入
場
券
／
４
月
17
日
(月)
か
ら
順
次
、
自

宅
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。
転
入
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
１
月
15
日

ま
で
本
市
に
転
入
届
を
提
出
し
た
方
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

■�

転
居
さ
れ
た
方
の
投
票
／
４
月
６
日
(木)

か
ら
投
票
日
ま
で
に
市
内
で
転
居
さ
れ

た
方
は
、
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
る
転

居
前
の
投
票
所
で
の
投
票
に
な
り
ま
す
。

■�

期
日
前
投
票
／
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行

な
ど
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
４
月
17

寒
河
江
市
議
会
議
員
選
挙

４
月
23
日
(日)
午
前
７
時
～
午
後
８
時

投
票
日

日
(月)
～
22
日
(土)
の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
８
時
に
、
市
役
所
１
階
の
期
日
前
投

票
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
入
場
券
が

届
く
前
で
も
投
票
可
能
で
す
。

■�

不
在
者
投
票
／
病
院
・
施
設
で
の
投
票
、

出
張
先
で
の
投
票
、
投
票
日
ま
で
に
18

歳
に
到
達
す
る
方
の
投
票
等
、
ケ
ー
ス

に
よ
っ
て
手
続
き
・
投
票
方
法
が
違
い

ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■�

日
時
／
４
月
16
日
(日)
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

■
会
場
／
市
役
所
１
階
議
会
会
議
室

●�

問
合
せ
／
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎(

８
５)

１
３
８
７
へ
。

立
候
補
届
出
受
付
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SAGAE CITY INFORMATION お知らせ

■次号の市報４月20日号は、４月20日㈭に発行します。

４月の行事予定
5㈬ ３歳６カ月児健診

6㈭ 狂犬病予防注射／健康相談

7㈮ 市立保育所入所式

8㈯ 市立小学校・中学校入学式

9㈰ 休日当番医（小関内科胃腸科医院)／証明書交付窓
口開庁（午前)

10㈪ 市立図書館休館日

11㈫ こころの健康相談／助産師個別授乳相談／南部・
柴橋・西部地区公民館休館日

12㈬ １歳６カ月児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

13㈭ ゆめはーと寒河江「おはなし会」／狂犬病予防注射／
健康相談

14㈮ 法律相談

15㈯ 寒河江桜まつり

16㈰
ミスさくらんぼコンテスト2023／狂犬病予防注射／
休日当番医（小松医院)／証明書交付窓口開庁（午
前)／ハートフルセンター休館日

17㈪ 　

18㈫ 　

19㈬ ゆめはーと寒河江「４月生まれのお誕生会｣／９～
10カ月児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

20㈭ 一般相談・登記相談・行政相談／狂犬病予防注射／
健康相談／市ドック／レディース検診

21㈮ 保健師個別育児相談／市ドック

22㈯ 　

23㈰ 休日当番医（南さがえ病院)／証明書交付窓口開庁
(午前)

24㈪
水道料金・下水道浄化槽使用料（２月・３月分）
口座振替日／市ドック／市立図書館、市民体育館、
チェリーナさがえ休館日

25㈫ 市長相談／助産師個別授乳相談／市ドック／中央
公民館休館日

26㈬ 市ドック／３～４カ月児健診

27㈭ ゆめはーと寒河江「わらべうたであそぼう｣／健康
相談／市ドック／レディース検診

28㈮
新市民浴場「湯るりさがえ」オープン／県縦断駅
伝競走大会寒河江市通過／産後おしゃべりサロン／
市ドック／レディース検診

29㈯ 市消防団春季消防演習／休日当番医（さとうクリ
ニック)

30㈰ 休日当番医（陵南さとう整形外科)／証明書交付窓
口開庁（午前)

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

寒
河
江
の
さ
く
ら
10
景
観
賞
会

　
市
内
の
桜
の
名
所
を
巡
り
ま
す
。

●�

日
時
／
４
月
13
日
(木)
・
15
日
(土)
の
午
前
10

時
～
午
後
３
時

●
定
員
／
各
20
人

●
参
加
費
／
１
５
０
０
円
（
昼
食
代
を
含
む
）

●
そ
の
他
／
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
送
迎
あ
り

●�

申
込
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎(

８
７)

１
３
２
８
へ
。

や
は
た
マ
ル
シ
ェ

　
手
作
り
雑
貨
等
の
販
売
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
等

の
体
験
な
ど
約
40
店
が
出
店
し
ま
す
。

●
日
時
／
４
月
16
日
(日)
午
前
10
時
～
午
後
４
時

●
会
場
／
寒
河
江
八
幡
宮
駐
車
場

●�

問
合
せ
／
や
は
た
マ
ル
シ
ェ
事
務
局
・
鬼

海
さ
ん
☎(

８
６)

６
２
５
８
へ
。

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
・
臨
川
亭

イ
ベ
ン
ト
情
報

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

■�

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
教
室
作
品
展
／
４
月
18
日

(火)
・
19
日
㈬
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
19

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■�

夢
瓢
（
む
ひ
ょ
う
）
作
品
展
／
ヒ
ョ
ウ
タ

ン
を
使
っ
た
作
品
を
展
示
。
４
月
21
日
(金)

～
23
日
(日)
の
午
前
10
時
～
午
後
５
時

臨
川
亭

■�

春
の
い
ろ
ど
り
展
／
衣
類
や
手
作
り
雑
貨
、

人
形
、
観
葉
植
物
な
ど
の
展
示
・
販
売
。

４
月
13
日
(木)
～
15
日
(土)
の
午
前
10
時
～
午

後
４
時
（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■�

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品
展
／
手
作
り
雑
貨
の

展
示
・
販
売
。
４
月
20
日
(木)
～
23
日
(日)
の

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎(

８
６)

１

８
１
８
へ
。

ア
ス
ポ
ー
ト
寒
河
江

ゴ
ル
フ
教
室
の
参
加
者
募
集

●�

日
時
／
４
月
22
日
～
６
月
24
日
の
毎
週
土

曜
日
、
全
10
回
、
①
午
後
５
時
～
６
時
30

分
、
②
午
後
６
時
30
分
～
８
時

●
会
場
／
サ
ガ
エ
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

●
定
員
／
高
校
生
以
上
の
市
民
、
各
20
人

●�
参
加
費
／
１
万
６
５
０
０
円
、
市
総
合
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
１
万
４
５
０
０
円
。

コ
ー
ス
へ
出
る
場
合
、
別
途
料
金
が
必
要

●�

申
込
方
法
／
４
月
18
日
(火)
ま
で
、
参
加
費

を
添
え
て
市
民
体
育
館
窓
口
へ
申
し
込
み

●�

持
ち
物
／
ゴ
ル
フ
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は
運
動

靴
、
ゴ
ル
フ
用
手
袋
、
持
っ
て
い
る
方
は

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

●�

問
合
せ
／
市
市
民
体
育
館
☎(
８
６)
５
１

１
３
へ
。

ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

わ
ら
べ
う
た
で
あ
そ
ぼ
う

●
日
時
／
４
月
27
日
(木)
午
前
10
時
30
分
～
11
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
乳
幼
児
と
保
護
者　
　

●�

問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎(

８
３)

３
２
２
５
へ
。

５月の行事予定
1㈪

水道料金・下水道浄化槽使用料（２月・
３月分）納期限／法律相談／市ドック／
レディース検診

2㈫ 結核検診

3㈬ 休日当番医（横山耳鼻咽喉科医院）

4㈭ 休日当番医（渡辺外科胃腸科医院）

5㈮ 休日当番医（あびこ耳鼻咽喉科クリニック）

6㈯

7㈰ 休日当番医（鈴木眼科)／証明書交付窓口
開庁（午前)

8㈪ 結核検診／市立図書館休館日

9㈫
こころの健康相談／助産師個別授乳相談／
市ドック／結核検診／南部・柴橋・西部
地区公民館休館日

10㈬ 市ドック／３歳６カ月児健診／フローラ・
ＳＡＧＡＥ休館日

11㈭
ゆめはーと寒河江「おはなし会｣／健康相
談／市ドック／２歳６カ月児ピカピカ歯
科検診／市民浴場休場日

12㈮ 市ドック／離乳食前期教室

13㈯ ゆめはーと寒河江「ボッチャをやってみ
よう」

14㈰ 休日当番医（田村内科・消化器科クリニ
ック)／証明書交付窓口開庁（午前)

　空気が乾燥し火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図ることで、火災の発
生を防止し、高齢者を中心とする死者の発生を防止するとともに、財産の損失を防ぐことを目的とする運動です。
住宅用火災警報器は作動するかどうか点検を行い、故障・老朽化した機器は交換しましょう。

●問合せ／西村山広域行政事務組合消防本部予防課☎86-2571へ。

防火標語「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」

＝４つの習慣＝
◯寝たばこは絶対にしない、させない。
◯ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
◯こんろを使うときは火のそばを離れない。
◯コンセントはほこりを清掃し、使わない電源プラグは抜く。

＝６つの対策＝
◯ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
◯住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
◯部屋を整理整頓し、寝具や衣類カーテン類は、防炎品を使用する。
◯消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
◯�お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保
し、備えておく。
◯�防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火
対策を行う。

住宅防火　いのちを守る　10のポイント

　住宅火災で亡くなった方の多くは
逃げ遅れによるものです。最新の調
査では、西村山管内において、必要
な場所全てに住宅用火災警報器が設
置されている割合は53.2パーセント。
大切な家族の命を守るために、住宅
用火災警報器の正しい設置をお願い
します。住宅用火災警報器の寿命は、
おおむね10年とされています。定期
的に自ら点検し、電池切れがないか
など確認してください。
■�設置場所／[設置義務］寝室、階段、
[設置推奨］台所

家族の命を守る必需品
「住宅用火災警報器」

４月９日㈰～22日㈯
春季火災予防運動

　株式会社サトーおんがく館様から、小学３年生
へリコーダー339本をいただきました。

ご寄附をいただきました

　問い合わせいただいた方に、各提供者等の連絡
先をお伝えしますので、直接交渉してください。
各物品の詳細は、市ホームページをご覧ください。
■�あげます／テーブル、大人用紙オムツ、介護用
簡易トイレ、競技用自転車、マッサージチェア

■譲ります（有償)／机
■譲って／背負式動力噴霧器、猫飼養用品

ふれあいゆずりあいコーナー
（３月27日現在）

■あげます／ランニングバイク、通学カバン・体
　操着・雨がっぱ（陵南中学校)、中学生用男子学
　�生服（詰め襟)、高校生用男子学生服（詰め襟)
柔道着

■譲ります（有償)／自転車、ヘルメット
■譲って／体操着（西根小学校）
●問合せ／市市民生活課地球温暖化対策室
　☎85-1914へ。

、

＝子育てゆずりあいコーナー＝
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　３月５日、４年ぶ
りの春を呼ぶコン

サートが、市民文化
会館で行われまし

た。中止となった３
年前のゲストピア

ニスト・佐藤晴香さ
んが、今回、つい

に演奏を披露。少年
少女合唱団や寒河

江吹奏楽団の演奏と
一緒に、暖かな春

を呼んでいるようで
した。(北條幸子)

　

　
幸
生
地
区
に
約
１
６
０
年
前
か
ら

伝
わ
る
伝
統
行
事
「
病
（
や
ん
ま
い
）

送
り
」
が
３
月
12
日
、
同
地
区
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
幸
生
が
銅
山
で
栄
え

た
時
代
に
、
は
や
り
病
を
追
い
払
お

う
と
始
ま
っ
た
も
の
で
、
各
家
庭
は

玄
関
先
に
だ
ん
ご
木
を
飾
り
ま
す
。

だ
ん
ご
木
に
は
疫
病
神
に
見
立
て
た

鬼
の
絵
や
、
鬼
が
嫌
う
赤
南
蛮
や
消

し
炭
が
ぶ
ら
下
げ
ら
れ
、
住
民
が
地

区
を
練
り
歩
き
な
が
ら
集
め
て
、
熊

野
（
ゆ
う
の
）
川
に
流
し
て
無
病
息

災
と
家
内
安
全
を
祈
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し

て
か
ら
は
地
区
の
役
員
の
み
で
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
３
年
ぶ
り

に
４
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も

た
ち
も
参
加
。
参
加
者
は
「
病
送
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。
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Twitterでも特派員が情報配信中　https://twitter.com/sagae_tokuhain

　雲河原から入倉に向かう途中、かつて長者屋敷があったという碑文を見つけました。短刀が出土したこともあったそう。落衣には長者屋敷跡の看板がありますが、三泉にもあったなんて！実際に足を運ばないと分からない発見に、ワクワクします。� (佐藤真由美)
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　本山慈恩寺にある三重塔は、県指定有形文化財で、実は２代目。初代は慶長13（1608）年に建立されて、文政６(1823）年に焼失。文政13年に再建されたものが、私たちが見ている三重塔です。名残雪となり、歴史と風情を感じる１枚が撮れました。� (中島弘人)

　高瀬山の麓にある
市民浴場が、３月

31日、40年の歴史に
幕を閉じました。

閉場前に行ってみた
ら、オープンした

昭和58年の市報がパ
ネルで飾ってあり

ました。癒しの場所
をありがとう。新

市民浴場「湯るりさ
がえ」は、４月28

日にオープン予定で
す。� (五十嵐勝)

さがえの旬 な情報、
ご覧ください！ 寒河江市

ホームページ

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感じた地元の観光やグルメ、
日常の風景などを自ら取材し、地元の魅力を、どんどん紹介していくコーナーです。
　皆さんの所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。


